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令和７年度事業報告書 
 

当センターは、昭和 58年開館以来、伝統的工芸品指定６産地をはじめ県内地場産業の振興

拠点施設として、効率的な事業運営を行いながら関連業界や地域と連携し、県内の伝統産業

の普及拡大に努めてきている。御旅屋セリオ２階に移転してからは、中心市街地の立地と公

共交通機関のアクセスが良くなったことを活かした各種ＰＲ活動に努めている。 

令和７年度は、当センターが御旅屋セリオへ移転して５周年を迎えたことから周年イベン

トとして、伝統産業アイドル minT(ミント)が教える ZIBA ものづくり体験や全国地場産セ

ンターとの連携を図り 4地域の地場産品の特別販売、これまでも行ってきた能登半島地震の

被災地支援として大きな被害を受けた輪島塗の販売や輪島の漆職人が教えるものづくり体験

も開催し、支援と併せ互いの伝統工芸の魅力を紹介した。また、伝統的工芸品の普及と情報

発信を目的した伝統的工芸品や当センター施設を紹介する動画を制作し、テレビ CM や高岡

駅と新高岡駅のサイネージ広告、SNS 広告を活用し誘客に努めた。 

販路開拓事業では、毎年出展している東京インターナショナル・ギフト・ショーへ出展し、

高岡銅器、漆器の事業者 12 社の展示商談ブースと 6 産地の作品紹介コーナーを設け、伝統

工芸産地の紹介と新規顧客獲得に向けた需要開拓に努めた。 

来館者誘致事業では、北陸新幹線金沢・敦賀間の延伸開業により観光客の増加が期待され

ることから、修学旅行の誘致を図るため首都圏を中心に教育旅行取引会社に対し、当センタ

ー施設紹介や受入体制、周辺観光地などの魅力を紹介する出向宣伝を行い誘致に努めた。 

主な資金収支の内容としては、事業活動収入の事業収入が 52,034 千円で対前年 46,674 千

円に対し、5,360 千円の増収となった。このうち販売業務収入は対前年 6,313 千円、ものづく

り体験の参加料収入は同 669 千円と、ともに好調であった。事業活動収入計は、134,507 千

円で対前年 124,946 千円に対し、9,561 千円の増収となった。 

事業活動支出では委託費や御車山ギャラリーSHOP の運営を終了したことにより人件費等

が減少した一方、販売業務収入、参加料等収入の増加に伴い、展示即売仕入支出、材料費支

出が増加となった。管理費支出では給料手当支出や賃借料支出で増となり、事業活動支出計

は 133,648 千円で対前年 125,408 千円に対し、8,240 千円の増となった。その結果、事業活

動収支差額は 859 千円となった。 

そのほか、投資活動支出として 250 千円を計上し、事業活動、投資活動、財務活動の収支

差額を合わせた当期収支差額は 609 千円となり、前期繰越収支差額 16,847 千円を加えた次

期繰越収支差額は 17,456 千円となった。 

 

 

 

 

 



2 

 

【公益目的事業】 

１ 地場産業拠点施設運営事業 

(1) 高岡地域地場産業センター設置管理事業 

ZIBA 展示場や体験工房等の施設について、適宜清掃等により明るく利用しやすい施

設維持を行った。 

(2) 施設貸出事業 

公益目的事業に合致した事業を行う団体が利用するミーティングルームやものづく

り体験工房（鋳物、漆器）、ST@R ZIBA の諸室について管理を行った。 

 

２ 地場産業普及開拓事業 

(1) 販路開拓事業 

①「東京インターナショナル・ギフト・ショー春 2026第 19回 LIFE×DESIGN」への出展 

伝統工芸品産業支援事業を活用し、各伝統的工芸品産地から出展希望事業者を募り、

全国的な見本市である「東京インターナショナル・ギフト・ショー春 2026 第 19 回

LIFE×DESIGN」へ出展した。出展においては、６産地団体を通し募集したところ高

岡銅器 11 社、高岡漆器 1 社からの申込みがあり、合計 12 社が出展した。当センター

では、出展商品が効果的に見える展示方法や商談しやすいような空間づくりなどを設

計業社と打ち合わせし、展示空間をプロデュースした。展示会は、総来場者数 226,166

人あり、当センターブースにおいても 388 件分の名刺交換があり、多くの集客を得る

ことができた。 

・期間  令和 8 年 2 月 4 日(水)～6 日(金) 

    ・場所  東京ビックサイト南展示棟 西３ホール 

② ネット通販の充実 

ZIBA オンラインショップ及び高岡地域・富山の工芸品 ZIBA Yahoo!店において、

オンラインショップシステムの分析ツールを用いた商品選定及び季節商品の特集を組

むことにより販売強化を図るとともに、品揃えを充実させ、集客に努めた。また、商品

説明や商品写真等を随時見直し、顧客が購入しやすい情報提供に努めた。 

(2) 地場産業品普及事業 

① 全国の地場産業振興センター等と連携するイベントへの出展、企画イベント開催 

   展示販売場において、「移転５周年記念 地場産業センターフェア」に合わせて全国

地場産センターフェアを開催し、高岡と全国の地場産品を紹介した。 

   ・期間 令和 7 年 10 月 11 日（土）～11 月 4 日（火） 

   ・出品センター 青森県／（一財）VISIT はちのへ 

新潟県／（公財）燕三条地場産業振興センター 

長野県／（一財）塩尻・木曽地域地場産業振興センター 

福岡県／（公財）久留米地域地場産業振興センター 
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② 観光関連事業への参加協力 

    ア 「Delicious Party！」 

・期 間  令和 7 年 5 月 24 日（土） 

   ・場 所  ポップアップスペース「KAKIAMI」（富山県滑川市） 

   ・出品物  高岡銅器・高岡漆器・井波彫刻・庄川挽物木地・越中和紙・越中福岡

の菅笠の工芸品 

    イ 「金沢百万石まつり」 

・期 間  令和 7 年 6 月 7 日（土）～8 日（日） 

   ・場 所  金沢城公園（石川県金沢市） 

   ・出品物  高岡銅器・高岡漆器の工芸品、昆布や銘菓などの食品 

    ウ 「KOUGEI LOVERS」 

   ・期 間  令和 7 年 7 月 9 日（水）～13 日（日） 

   ・場 所  KITTE丸の内（東京都千代田区） 

   ・出品物  高岡銅器・高岡漆器・井波彫刻・庄川挽物木地・越中和紙・越中福岡

の菅笠の工芸品 

    エ 「KNB サマーフェスティバル 2025」 

   ・期 間  令和 7 年 7 月 27 日（日） 

   ・場 所  北日本放送本社（富山県富山市） 

   ・出品物  高岡銅器・高岡漆器・越中福岡の菅笠の工芸品 

    オ 「富山県人会世界大会」 

   ・期 間  令和 7 年 9 月 27 日（土） 

   ・場 所  富山国際会議場（富山県富山市） 

   ・出品物  高岡銅器・高岡漆器・越中福岡の菅笠等の工芸品、食品 

    カ 「KOUGEI LOVERS」 

   ・期 間  令和 7 年 10 月 31 日（金）～11 月 4 日（火） 

   ・場 所  KITTE丸の内（東京都千代田区） 

   ・出品物  高岡銅器・高岡漆器・井波彫刻・庄川挽物木地・越中和紙・越中福岡

の菅笠の工芸品 

    キ 「日本遺産マルシェ」 

   ・期 間  令和 8 年 2 月 14 日（土）～15 日（日） 

   ・場 所  有楽町駅前広場（東京都千代田区） 

   ・出品物  高岡銅器・高岡漆器・越中福岡の菅笠の工芸品 

    ク 「伝統息づく、ものづくりのまち高岡」 

   ・期 間  令和 8 年 2 月 27 日（土）～28 日（日） 

   ・場 所  中日ビル（愛知県名古屋市） 

   ・出品物  銅器・漆器などの工芸品、かき餅などの食品、酒類 
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③ 高岡地域地場産業センター展示販売場を利用した県内地場産品情報の提供 

展示販売場において、季節に合った伝統的工芸品や地場産品の展示紹介を行った。 

ア 端午の節句、御車山祭り、母の日、春商品の展示 

・期  間  令和 7 年 4 月 1 日～ 

・主な商品  兜飾り（銅器）、鯉のぼり（和紙）など 

イ 父の日、夏商品の展示 

・期  間  令和 7 年 5 月 12 日～ 

・主な商品  錫製ビアカップ（銅器）、風鈴（銅器）など 

ウ 秋商品の展示 

・期  間  令和 7 年 9 月 2 日～ 

・主な商品  しおり、人形（和紙）など 

エ 干支商品、冬商品、お正月の展示 

・期  間  令和 7 年 9 月 30 日～ 

・主な商品  干支置物（銅器、和紙）、お正月商品（漆器、挽物木地）など 

オ 桃の節句、春商品の展示 

・期  間  令和 8 年 2 月 2 日～ 

・主な商品  雛飾り（漆器、彫刻、和紙、挽物木地）など 

カ 端午の節句、御車山祭り、春商品の展示 

・期  間  令和 8 年 3 月 5 日～ 

・主な商品  兜飾り（銅器）、鯉のぼり（和紙）など 

④ 「高岡御車山会館ギャラリーショップ」の運営 

山町筋において、伝統的工芸品を中心としたギャラリーショップを運営し、地域

内外の方々へ魅力的な情報発信に努めた。 

なお、高岡御車山会館は市の指定管理導入により、令和 7 年 9 月 25 日をもって

当センターが運営するギャラリーショップは閉店した。 

⑤ 「伝統工芸ギャラリー・MONONO－FU」の委託販売 

新高岡駅において、伝統的工芸品を販売するギャラリーへの展示商品の選定を通

して、地域内外の方々へ魅力的な発信に努めるとともに、よりよい商品選定や展示

など効果的な販売に努めた。 

⑥ 市内飲食店での委託販売 

市内飲食店（amida coffee）において、地場産品を委託販売し、魅力を発信した。 

⑦ イオンモール高岡西館「高岡伝渡」（Ｔ．ＯＣＵＬ）の運営協力 

㈱ジェック経営コンサルタントが運営するイオンモール高岡西館「高岡伝渡」（Ｔ．

ＯＣＵＬ）に協力を行い、県内地場産品の普及に努めた。 
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(3) 来館者誘致事業 

北陸新幹線金沢・敦賀間の延伸開業により観光客の増加が期待されることから、旅行

エージェントやメディア等に対して地場産品や当センター施設を広く周知するため、

当センターの施設紹介チラシの配布や商談会、出向宣伝への参加を積極的に行い来館

者の誘致に努めた。 

また、令和 7 年度から高岡市内の観光施設（高岡大仏）に見本品を展示し、地場産品

の PR を行うとともに、観光客の当センターへの誘客を図った。 

① 北陸三県修学旅行商談会での出向宣伝 

  ・日程 令和 7 年 12 月 2 日（火） 

  ・場所 アルカディア市ヶ谷 私学会館（住所：東京都千代田区） 

  ・参加旅行会社 40 社 

  ・主催 北陸三県修学旅行誘致推進プロジェクト 

     （富山県、石川県、福井県及びＪＲ西日本金沢支社、北陸経済連合会） 

  ・内容 富山県、石川県、福井県の北陸三県への修学旅行誘致のため、首都圏の旅

行会社教育旅行担当者を対象とした商談会が開催され、当センターより事

務局 1 名が参加し施設紹介や受入体制、周辺観光地などの魅力を紹介し誘

致に努めた。 

② 富山県教育旅行誘致首都圏出向宣伝 

  ・日程 令和 8 年 2 月 19 日（木）、20 日（金） 

  ・場所 東京都内 

  ・訪問先 7 社 

近畿日本ツーリスト立川支店、東武トップツアーズ立川支店、ＪＴＢ東

京多摩支店、名鉄観光サービス銀座支店、エモック･エンタープライズ、

日本旅行東京教育営業部、ＪＴＢ教育第 1第 2事業部 

    ・主催 （公社）とやま観光推進機構 

  ・内容 富山県への修学旅行誘致のため、富山県内の事業者 6 社が 1 班とし 3 班構

成で首都圏の教育旅行取引会社に対し、出向宣伝を実施した。当センター

より事務局 1 名が参加し、施設紹介や受入体制、周辺観光地などの魅力を

紹介し誘致に努めた。 

(4) 地場産業情報提供事業 

①ホームページ等を利用した情報発信 

公益目的に沿うようホームページを活用し、財団事業についての概要説明や情報提

供の充実を図るとともに、当地域の地場産業や代表商品の魅力、使い方等をより具体

的に紹介できるよう情報発信に努めた。 

②高岡地域地場産業センター展示スペース等を利用した情報提供 

事務室前通路等に伝統工芸ＰＲパンフレットを設置し情報発信を行ったほか、ZIBA
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ショップ内の展示スペースを活用し、新商品開発の発表などの企画展示を実施した。 

・令和 7 年 9 月 5 日～8 日 第 54 回高岡漆器展示会(伝統工芸高岡漆器協同組合主催) 

③産業資料館による情報提供 

産業資料館内において、県内伝統的工芸品の歴史や製造工程などのパネルと併せ、

工程見本や伝統工芸士作品などを展示し、伝統的工芸品の魅力をわかりやすく紹介す

ると共に周知を図った。 

  ④御旅屋セリオからの情報発信 

撮影スタジオ ST@R-ZIBA において、地場産業関連企業を中心に各社の EC サイト

等に掲載する商品写真の撮影に活用された。当財団のオンラインショップ商品も

ST@R-ZIBA で撮影し、サイトの充実、改善に取り組んだ。 

令和７年度は、新たに御旅屋セリオ１階のショーウィンドーの１区画を借用し、

ZIBA ショップで販売している商品やものづくり体験のサンプルなどを配置すること

で当センターの施設の情報発信に努めた。 

(5) ZIBA 街なか伝統工芸発信事業 

伝統的工芸品の普及と情報発信を目的とした体験イベントをはじめ、能登半島地震

と豪雨により被災した輪島漆器の販売を、高岡漆器組合や支援組織の協力のもと実施

したほか、全国の地場産業振興センター等の地場産品の販売を行った。 

情報発信としては、伝統的工芸品や当センター施設を紹介する動画を制作しテレビ

CM や高岡駅と新高岡駅のサイネージ広告、SNS 広告を活用し誘客に努めた。 

     ・イベント名 地場産業センターフェア 

  ・日程 令和 7 年 10 月 11 日（土）～11 月 4 日（火） 

  ・場所 高岡地域地場産業センター 

  ・内容 ア 輪島塗の新作商品の販売 

      イ 被災を受けた輪島塗商品の販売 

         ウ 伝統産業アイドル minT が教える ZIBA ものづくり体験 

          11 日(土) 朱塗りスプーンへの絵付け体験 

          12 日(日) 風鈴の和紙短冊づくり体験 

          13 日(月･祝) キャップオープナーへの絵付け体験 

          18 日(土) 錫製八角皿づくり体験 

          19 日(日) らでんアクセサリーづくり体験 

        エ 輪島の職人が教える輪島ものづくり体験 

          18 日(土) ゴム印漆絵の模様付け体験 

               講師：諸石健太郎（輪島の塗り師） 

          19 日(日) そばちょこの磨き、沈金体験 

               講師：後藤千佳子（輪島の沈金師） 

        オ 全国地場産センターフェア 
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３ 人材育成事業 

(1) 青少年育成事業 

伝統的工芸品への理解と「ものづくり」への関心を高めるため、体験工房、展示販売

場、産業資料館を活用し、小・中・特別支援学校の児童・生徒の体験実習を支援した。 

また、児童生徒の指導を行う教職員への研修事業に対しても支援した。 

令和 7 年度は、1,418 人(昨年度 1,372 人)が来館し体験や見学を実施した。 

① 「ものづくり・デザイン科」授業の実習支援 

鋳物体験工房や漆器体験工房、展示販売所、産業資料館を活用し、高岡市内小・中

学校の「ものづくり・デザイン科」体験教室に支援・協力を行った。体験実習として

は、令和 7 年 6 月 6 日を初回に、年間 26 日間にわたって延べ 13 校が体験を行った。 

ア 鋳物の体験（錫の鋳込みを実習） 

・小学 6 年生 13 校（738 名) 

イ 漆器の体験（螺鈿貼りを実習） 

   ・利用なし 

ウ 産業資料館、ZIBA の見学 

・小学 5 年生 13 校（668 名） 

② 教職員等指導者の育成 

小・中学校教職員を対象にした「ものづくり・デザイン科」授業に必要な技術・知

識習得と指導者養成のため、漆器体験についての講座を 2 日間（各 3 時間）開催した。 

鋳物体験講座受講者数 6 名。 

１日目 令和 7 年 7 月 31 日(木) 午前 9 時～12 時 

２日目 令和 7 年 8 月 7 日(木)  午後 1 時半～4 時半 

(2) 工芸技術体験普及事業 

高岡市民はもとより広く工芸技術を体験できる機会を提供し、鋳物・漆器・特別体験・

出張体験を合わせて 1,654人(昨年度 1,471人)の利用があった。 

また、鋳物体験の金枠を小型化し体験時間の短縮や漆器体験に螺鈿アクセサリーの

新たなメニューをつくり受入体制を整えた。 

・鋳物体験（ミニ水盤、ぐいのみ）      752 人(昨年度 392 人) 

・漆器体験（ペンダント、ミニパネルなど）  170 人(昨年度 385 人) 

・漆絵蒔絵教室（毎月 2 回×定員 7～8 名） 延べ 166 人 

・特別体験                 300 人(昨年度 259 人) 

（内訳） 伝統産業連携 PR 事業(6 産地体験)   153 人 

          朱塗りスプーンへの絵付け体験    125 人 

          地場産業センターフェア体験      22 人 
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 ・出張体験                 266 人(昨年度 263 人) 

     （内訳） 朱塗りスプーン体験（会場：イオンモール高岡） 44 人 

          風鈴和紙短冊体験（会場：イオンモール高岡）  138 人 

          菅コースター体験（会場：イオンモール高岡）  53 人 

          木製丸皿絵付け体験（会場：イオンモール高岡） 27 人 

          漆器各種体験（会場：イオンモール高岡）     4 人 

 

 

４ 地場産業支援事業 

(1) 商品開発支援 

 商品企画の継続・充実とその展開のため各販売施設における販売実績・ＰＯＳデータ

を利用する独自の販売集計システムにより、販売実績を迅速に処理し、産地組合等へ販

売情報を提供した。また、ＺＩＢＡ展示場のＰＯＳ管理データを活用し消費者ニーズ分

析を行い業界へのマーケティング支援として情報提供した。 

(2) 産業支援事業 

①事務運営による団体支援 

ア 高岡地域文化財等修理協会 

総会、部会長会議の開催や販路開拓事業、文化財修理等における事業に対して事

務支援を行った。 

イ 富山県伝統工芸士会 

総会、役員会、正副会長会議の開催や富山県伝統工芸士展等の事業に対して事務

支援を行った。 

ウ 富山県伝統産業協議会 

各伝統工芸品産地組合が実施する小･中学生を対象とした「伝統工芸品ふれあい

教室」の開催等に対して事務支援を行った。 

②団体に対するその他の支援 

公益目的に合致する任意団体等の活動に対し助成を行った。 

   ア 高岡伝統産業青年会 

産地交流を通じた自己研鑽及び地場産 PR を目的とした「クラフトフェアツギノ

テ内産業工芸博覧会」への出展を支援した。 

（ア）福井県及び新潟県の産業観光イベントの視察及び実行委員会との交流 

・期間  令和 7 年 8 月 30 日（土）～31 日（日）、10 月 4 日(土)～5 日(日) 

      ・場所  武生未来工芸祭、燕三条工場の祭典 

（イ） クラフトフェアツギノテへの出展 

  ・期間  令和 7 年 10 月 18 日（土）～19 日（日） 

・場所  高岡市市営高岡中央駐車場 5 階・6 階 

・内容  会員企業 PR 及びワークショップを実施 
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イ 伝統工芸高岡漆器協同組合 

      高岡漆器展示会の開催、全国漆器展への出展等の事業実施に対して支援した。 

    （ア）「高岡漆器展示会」の開催 

・期間  令和 7 年 9 月 5 日(金)～9 月 8 日(月) 

      ・場所  （公財）高岡地域地場産業センター 

（イ）「第 60 回全国漆器展」への出展 

・期間  令和 7 年 9 月 12 日(金)～9 月 25 日(木) 

・場所  東京都港区 伝統工芸青山スクエア 

・主催  日本漆器協同組合連合会、（一社）日本漆工協会、（一財）伝統的工

芸品産業振興協会  

（ウ）伝統工芸青山スクエア常設展 

・期間  令和 7 年 4 月 1 日(火)～令和 7 年 3 月 14 日(土) 

・場所  東京都港区 伝統工芸青山スクエア 

（エ）伝統的工芸品月間国民会議全国大会 

・期間  令和 7 年 11 月 18 日(火) 

・場所  東京都 

ウ 高岡巧美会 

伝統的工芸品である高岡銅器・高岡漆器への理解と普及を図るため、消費地であ

る東京にて開催する「ものづくりのまち高岡が誇る伝統の技！高岡の伝統工芸品展」

に対して支援した。 

・期間  令和 7 年 12 月 5 日(金)～12 月 11 日（木） 

・場所  伝統工芸青山スクエア（東京都港区） 

エ 工芸都市高岡クラフトコンペ実行委員会 

地場産業と全国のデザイナー・クリエイターの交流をはかり、新たな産業の育成

や異業種との連携を促すことなどにより伝統産業の振興を目的としたクラフトコ

ンペティションに対して支援した。 

・期間  令和 7 年 4 月 1 日(火)～令和 8 年 3 月 31 日(火) 

   オ 富山県伝統工芸士会 

富山県内の伝統的工芸品の伝統工芸士が制作する作品の展示をすることにより、

伝統工芸の技術と魅力を伝え、また新たな作品作りへの情報収集の場とすべく開

催する第 28 回富山県伝統工芸士展事業に対し支援した。 

・期間  令和 7 年 9 月 12 日(金)～25 日(木) 

・場所  日本橋とやま館 

   カ 富山県伝統産業協議会 

小・中学生を対象に、伝統的工芸品の製作技術や手作り品への愛着を将来に向け

て継承していくため、伝統的工芸品の制作体験をとおし、理解や興味を深めてもら
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うことを目的とした事業に対して支援した。 

（ア）銅器に親しむつどい 

・開催日 令和 7 年 12 月 6 日(土) 

      ・場 所  高岡地域地場産業センター ものづくり工房鋳物 

・内 容  「錫製バングル」の製作 

     （イ）庄川挽物木地の体験教室 

・開催日  令和 7 年 12 月 12 日(金)、令和 8 年 1 月 16 日（木） 

・場 所  砺波市立砺波北部小学校、砺波市立庄川小学校 

      ・内 容  伝統的工芸品庄川挽物木地の学習、木皿への絵付け体験 

      （ウ）越中和紙の体験教室 

・開催日  令和 7 年 7 月 15 日(火)、9 月 3 日(水)、10 月 20 日(月) 

11 月 13 日(木)、11 月 14 日(金)、11 月 19 日(水) 

11 月 26 日(水)、12 月 7 日(日) 

・場 所  五箇山和紙の里、㈲桂樹舎、夢創塾 

      ・内 容  施設見学、楮畑での作業、手すき和紙製作体験（卒業証書用紙・

掛け軸台紙） 

      （エ）越中福岡の菅笠の体験教室 

・開催日  令和 7 年 11 月 7 日(金) 

      ・場 所  高岡市立福岡中学校 

      ・内 容  福岡の菅笠の学習、豆笠の製作体験 

 

５ 技術継承支援事業 

高岡地域文化財等修理協会の事務局として、現地調査や見積作成、依頼者との連絡調

整を行う等、協会の機能強化を図るための事務的支援を行った。 

また、山車等の修理における修理工程の記録や、作業工程・計測データの収集を行い、

工芸技術の保存継承に資する資料の整備にも努めた。 

 

 

 

【収益事業】 

１ 一般品目販売事業 

観光目的利用者等の便に供するため飲料品や観光土産などの公益目的には合致しない

商品について、顧客ニーズに沿うような取り揃えに努めた。 
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【管理事業（法人会計）】 

１ 理事会・評議員会の開催 

当センターの適正・円滑な運営を図るため、理事会・評議員会を開催した。 

 

(1) 理事会 

① 第 47 回理事会 

・開催日  令和 7 年 5 月 22 日(木) 午後 3 時 25 分～4 時 02 分 

・議 案  議案第 1 号 令和 6 年度事業報告について 

議案第 2 号 令和 6 年度収支決算の承認について 

            議案第 3 号 定時評議委員会の招集について 

     ・出 欠  理事 出席 7 名、欠席 4 名 

監事 出席 1 名、欠席 1 名 

② 第 48 回理事会(書面) 

・開催日  令和 7 年 6 月 6 日(金) 

・議 案  議案第 1 号 理事長(代表理事)の選定について 

議案第 2 号 副理事長(代表理事)の選定について 

            議案第 3 号 専務理事(業務執行理事)の選定について 

③ 第 49 回理事会(書面) 

・開催日  令和 7 年 7 月 12 日(土) 

・議 案  議案第 1 号 理事長(代表理事)の選定について 

④ 第 50 回理事会 

・開催日  令和 7 年 10 月 2 日(木) 午前 10 時 26 分～10 時 39 分 

・会 場  高岡地域地場産業センター ミーティングルーム 

・議 案  議案第 1号 高岡地域地場産業センターの旧建物及び土地について 

           議案第 2号 役員報酬規程の改定について 

           議案第 3号 第 3回評議員会の招集について 

     ・出 欠  理事 出席 10 名、欠席 1 名 

監事 出席 2 名 

⑤ 第 51 回理事会 

・開催日  令和 8 年 3 月 26 日(木) 午後 1 時 53 分～2 時 37 分 

・会 場  高岡地域地場産業センター ミーティングルーム 

・議 案  議案第 1号 旧施設のプロポーザル結果及び売却等について 

議案第 2号 規程の改定及び新設について 

議案第 3号 定款の改定について 

議案第 4号 令和８年度伝統産業支援事業助成金の審査・選考について  

議案第 5号 令和 8年度事業計画について 
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議案第 6号  令和 8年度収支予算について 

議案第 7号 資金調達及び設備投資の見込みについて 

議案第 8号 第 4回評議員会の招集について 

 

・出 欠  理事 出席 9 名、欠席 2 名 

監事 出席 2 名 

(2) 評議員会 

① 第 1 回評議員会(書面) 

・開催日  令和 7 年 4 月 1 日(火) 

・議 案  役員の選任について 

      評議員の選任について 

      役員報酬規程の改正について 

② 定時評議員会 

・開催日  令和 7 年 6 月 6 日（金）午後 3 時 27 分～4 時 24 分 

・会 場  高岡地域地場産業センター ミーティングルーム 

・議 案  議案第 1 号 令和 6 年度(公財)高岡地域地場産業センター収支決算 

           議案第 2 号 評議員改選に伴う選任について 

           議案第 3 号 役員改選に伴う選任について 

・報告事項  令和 6 年度(公財)高岡地域地場産業センター事業報告について 

     ・出 欠  出席 6 名、欠席 5 名 

③ 第 2 回評議員会(書面) 

・開催日  令和 7 年 7 月 12 日(土) 

・議 案  役員の選任について 

④ 第 3 回評議員会 

・開催日  令和 7 年 10 月 7 日（火）午前 10 時 26 分～10 時 42 分 

・会 場  高岡地域地場産業センター ミーティングルーム 

・議 案  議案第 1号 高岡地域地場産業センターの旧建物及び土地について 

           議案第 2号 役員報酬規程の改定について 

・出 欠  出席 9 名、欠席 2 名 

 

⑤ 第 4 回評議員会 

・開催日  令和 8 年 3 月 27 日（金）午前 10 時 30 分～11 時 12 分 

・会 場  高岡地域地場産業センター ミーティングルーム 

・議 案  議案第 1号 旧施設のプロポーザル結果及び売却等について 

議案第 2号 定款の改定について 

・出 欠  出席 10 名、欠席 1 名 



13 

 

 

２ 全国地場産業振興センター協議会への参加 

各センターの事業運営について意見交換を行った。 

①  令和 7 年度全国地場産業振興センター協議会総会 

・開催日  令和 7 年 7 月 3 日（木）、4 日（金） 

・会 場  「道の駅」クロステン十日町 3 階レセプションホール（新潟県） 

     ・内 容  議案審議 

        議案第 1 号 令和 6 年度事業報告及び収支決算 

            議案第 2 号 令和 7 年度事業計画(案)及び収支予算(案) 

            議案第 3 号 役員(次期会長、副会長)の選任 

            議案第 4 号 次期総会開催地の決定 

           協議事項 

テーマ① 施設利用料収入源の多面的展開について 

テーマ② 大規模修繕に伴う財源確保と新規取組について 

           報告事項 

             令和 7 年度物産展調査について 

           事例発表 

            「地場産センターの新しい取り組み」について 

     ・出 欠  出席 20 センタ 


